
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・世代を超えた体験学習事業「あれこれ体験 in 片浦」日程表 



表紙 
旧片浦中学校グラウンド 

 

仲間と過ごした特設のテント村。 

よりダイナミックにより自然に 

と今年も 26 張りのテントと 4 

つのタープで過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.06 Summer ’１５ 

 Happy Summer in Kataura Odawara 

はじめに 

今年度の「あれこれ体験 in 片浦」も、盛況のなか無事に終える事ができました。これも、ご参加

いただいた皆さま、関係者の皆さまの協力のおかげだと思います。本当にありがとうございました。 

 皆さんと過ごした想い出の３日間を写真と文章でまとめた「ふりかえりの書」を作成いたしました。 

小田原ならではの緑豊かな山、水清らかな川や海、温暖な気候の中で自然体験、社会体験そして生活

体験を通して自分らしさを発揮していたと感じます。学校や世代を超えた人たちと共に歩んだ夏のひ

ととき、ふるさとを愛する心も一緒に深められたと思います。 

 将来を担う参加者の皆さんには、この「ふりかえりの書」を開き、片浦地区で過ごしたあれこれを

思い出していただき、多彩なプログラムを経験した中で「創造力や自立心」「豊かな人間性」「生きる

力」を体得した子どもとして、ひとまわり逞しく成長してもらえることを願っております。 

地域・世代を超えた体験学習実行委員会 

実行委員長  瀬 戸 正 功 

02  1 日目 

出会い → はじまり 

04  2 日目 
     体験型ウォークラリー 

08  3 日目 
   ふりかえり 

12  参加者の声・指導者との思い出 

    保護者の声 

13  おでかけ MAP 

平成２７年１０月 
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実施主体：主催）小田原市 主管）地域・世代を超えた体験学習実行委員会 

 

こ
の
日
が
来
る
ま
で
楽

し
み
に
し
て
い
た
子
、
不
安

に
思
っ
て
い
た
子
、
二
泊
三

日
の
あ
れ
こ
れ
体
験
の
始

ま
り
で
す
。 

 

小
田
原
駅
に
集
合
し
て
、

電
車
に
乗
っ
て
根
府
川
駅

か
ら
ぼ
く
た
ち
の
フ
ィ
ー

ル
ド
へ
。
重
た
い
荷
物
を
持

っ
て
急
な
坂
道
を
上
り
ま

す
。
広
い
海
に
青
い
空
、
濃

い
緑
に
囲
ま
れ
る
片
浦
地

域
で
、
と
び
き
り
の
夏
の
３

日
間
、『
あ
れ
こ
れ
体
験
in

片
浦
』
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

小田原駅に集合したら、３日間一緒に

活動する仲間と電車に乗って移動しま

す。みんなまだまだ緊張した顔でぎこ

ちなく会話もあまり多くありません。 

開会式のひと場面。一緒

に活動する指導者を決

める抽選です。みんなど

の指導者と班になるの

か大注目です。 

日常生活で出る生ごみ。ただ捨

てるのではなく、肥料にもなり

ます。この３日間の活動で出る

生ごみは、特設のコンポストで

全て堆肥化します。 

場 所：旧片浦中学校、及び片浦地域 

宿 泊：旧片浦中学校グラウンドにてテント泊 

参加人数：①参加者（小学５・６年生） 48 名 

指導者（おだわら自然楽校）20 名 

参加人数：②参加者（小学５・６年生） 48 名 

指導者（おだわら自然楽校）19 名 

活動の拠点となる旧片浦中学校

へは、徒歩移動となります。み

んな大きな荷物を持っているの

で、大変ですがこれも体験です。 

 

「あれこれ体験 in 片浦」 【概要】 
趣 旨：小田原（片浦地域）の自然や資産、生業などを活用

し、参加者（子ども）と指導者（大人）との世代を

超えた交流を通し、子どもたちの創造力や自立心、

豊かな人間性、生きる力を育むことを目的とする。 

実施日：①平成 27年 7月 31日（金）～8 月 2日（日） 

：②平成 27 年８月 8日（土）～8 月 10 日（月）施

日： 
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真剣に取り組むから

こそ感じる「チーム」 

『できたーっ！！』が 

集合の合図だよ！ 

ひと味違う！ 

火の女神様登場！！ 

「本気
マ ジ

で、みんなで、安全

に、話す、聞く」与えられ

た課題にチーム全員で挑み

ます。 

作成する「Being」がチー

ムの絆をさらにギュッと深

めていきます。 

夕食までの自由時間、キャンプファイヤーのス

タンツ練習。いっぱい動いてお腹ぺこぺこ。今

日のメニューは腕利きの指導者シェフが美味

しく調理した、じっくり煮込んだ『ぶた丼』と、

野菜たっぷり『ポトフ』。みんなで食べるって

楽しいね。 

みんなで火の女神様を呼び、キャンプファ

イヤーの炎をもらいます。班ごとに練習し

たスタンツをお披露目。指導者も得意なス

タンツで盛り上げます。静かな片浦の夜

に、賑やかな声が響き渡ります。 

楽しかった１日もそろそ

ろ終わりの時間。班ごとに

今日のふりかえりをして

就寝準備。今夜はお風呂に

入れないので、汗を流した

ければこちらにどうぞ。こ

んな夜更けの水遊び。汗を

流すだけだったはずが…。 

キャンプファイヤーでは、各班の子ど

もたちがみんなの前でリードするスタ

ンツと、指導者がみんなをリードする

スタンツを組み合わせたプログラムで

進行します。 

指導者と相談しながら、今日出会った

ばかりの友だちと班のスタンツを決

め、この時間までに練習しました。 

 

運動場脇の伐採された丸太を並べて、大き

なブルーシートを被せれば手作りプールの

完成です。お風呂に入れない環境をどうに

か解決しようと考えました。今日１日でか

いたたくさんの汗を楽しく洗い流しまし

た。 
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慣
れ
な
い
テ
ン
ト
で
の
就
寝
、

楽
し
い
仲
間
と
の
夜
。
ド
キ
ド
キ

し
て
あ
ま
り
よ
く
眠
れ
な
か
っ

た
け
ど
、
海
に
輝
く
太
陽
が
、
眠

気
を
全
部
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
朝

日
が
小
田
原
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
。 

こ
こ
は
、
ぼ
く
た
ち
の
暮
ら
す

同
じ
小
田
原
だ
け
ど
、
い
つ
も
の

小
田
原
と
は
少
し
違
う
。
だ
っ
て

こ
こ
は
、
「
仲
間
」
が
い
る
ぼ
く

た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
だ
も
ん
。 

今
日
は
、
ど
ん
な
に
楽
し
い
こ

と
が
待
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。 

朝のつどい！みんなでラジオ体操 自分の朝食、 

自分で作る！ 夜更けを過ぎてようやく寝静まったと思っ

たら、ザッザッザッザッとテントの外を歩

く音…。みんなちゃんと寝たのかな？朝は

体育館でつどい係さんを中心に『ラジオ体

操』。「いっつぅ、ぬぅ、さん、すぅっ♪」、

東北弁バージョンのラジオ体操です。 

持ち物にあった牛乳パッ

クは、朝食で使用します。

アツアツのカードンドッ

クはうまくできたかな。 

今日の体験コースが決まったら、班ご

とに分かれ、荷物の準備をして、いよ

いよ体験型ウォークラリーへ出発で

す。 
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【マスのつかみ取り体験 

＆ブルーベリー摘み取り・ジャム作り体験】 

夏の清らかな白糸川に元気な声が響きます。 

生きた魚を前になかなか捕まえられない子もいれば、

川に潜って探す子も。捕まえたマスはその場で塩焼きに

して、みんなで美味しくいただきます。生きとし生ける

ものを食す、これもまたあれこれ体験。 

マスを食べたらお次はスイーツ。ブルーベリー畑で甘

くて大きな実を味見しながら摘み取ります。たくさん取

ったら、今度は摘みたての実を使ってジャム作り。砂糖

を入れて焦げないようにみんなで混ぜながら煮込みま

す。煮詰まったら、早採りみかんの果汁を搾って、自分

で作ったラベルを貼って、ビンにつめたら完成です。 

 

 

【シュノーケリング体験】 

片浦のチェックポイント、「寺山神社」「豆相人車鉄道」「根府川

関所跡」「白糸川鉄橋」「釈迦堂」を抜け出ると、目の前に広がる

のは相模湾。ウェットスーツに身を包み、波寄せる中を、勇気を

出して一歩一歩と踏み出すと、そこは見たことのない、まるで空

を飛んでいるかのような別世界。いっぱい飲んだ海の味も、あれ

これ体験。波が高くて入れなかった 2回目の班はヒルトンへ・・・。 
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【乗馬体験】 

たくさんの馬がこっちを見て

る。想像以上の大きさにびっくり。

他にもいろいろな動物がいます。

小屋の掃除にブラッシング。ビク

ビクしながら馬のお世話。暑い中

の体験ですが、みんなで一生懸命

行います。お昼ごはんは、青空の

下で、『流しラーメン』。ぎこちな

い箸使いにもすぐ慣れて、上手に

すくってお腹いっぱい。馬との信

頼関係が築けたら、いよいよ最後

は乗馬体験。もう馬ともすっかり

いい仲間！ 

 

【ジャム作り体験 

＆サービング体験（就業体験）】 

用意してきたブルーベリーを使ってジ

ャム作り。作り方を教わって協力して作っ

ていきます。お昼は、原木栽培で育ったシ

イタケのバーベキュー。「キノコは苦手」

と思っていたけどおいしくいただきまし

た。できあがったジャムをお土産に、向か

うはヒルトン。こんな早くにゴールかと思

ったら、待っていたのはサービング研修。

ヒルトンスタッフも受講するスペシャル

研修プログラム。プロのホテルマンから接

客の極意を伝授してもらい、仲間への最高

のおもてなしへと挑みます。働くって大変

だ。仲間のお腹を満たしたら、研修受講の

証として『修了証』が授与されました。将

来有望、小さなヒルトンスタッフの誕生で

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あれこれだからできる体験！ 

ヒルトンでのスパ＆ディナー!! 

それぞれのコースで過ごした１日のゴールは『ヒル

トン小田原』。みんなでお風呂に入った後、準備が整

ったら夕食会場へ。サービング研修のグループは、い

よいよ成果発表。仲間が仲間を「お・も・て・な・し」

する時間のスタートです。 家ではできない体験盛りだくさん。 

それが、あれこれ体験！ 

今日もたくさん頑張った。びっしょりとかいた汗は、

広くてきれいなお風呂で流します。 

今日の夕食は一流シェフの作ったカレーディナー。仲

間がドリンクや料理を手際よく運んできます。一生懸命

に働く姿がかっこいい。最後は大きな拍手で称えます。 

出し惜しみは無し！ 

自分の考え、意見を書

く！！ 

ふりかえりタイム。 
班のみんなと今日のあれこ

れあった１日をふりかえり

ます。みんなで協力できたこ

と、活動してよかったこと、

残念だったこと、もっとこう

すればよかったこと。眠い目

を擦りながら、さらにチーム

が良くなるためにと考え、

『Being』に書き加えます。

少しずつですが、子どもたち

の成長が見て取れる大切な

時間です。 

１日の活動を通して 

指導者もふりかえりタイム。 

子どもたちの就寝後、子どもたち

のチームが良くなるために、さら

により良き明日となるようにと、

毎夜指導者もふりかえりを行って

います。この３日間は、指導者に

とって実践研修の場でもありま

す。あれこれたくさんの実践経験

をあれこれ重ね、指導者も指導者

として、子どもたちと共に成長し

ていきます。 

仲間の手形で囲まれた世界に一つしかない、このメンバーでしか作れない

『Being』。みんながいたからがんばれた。 
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ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
、 

あ
れ
も
こ
れ
も
あ
る
よ
、 

最
後
ま
で
あ
れ
こ
れ
！ 

３
日
目
の
朝
、
昨
日
ま
で
の
疲
れ

な
の
か
、
み
ん
な
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り

…
。
あ
ま
り
に
も
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ

た
か
ら
、
寝
ぼ
け
眼
で
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
と
…
。
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」 

「
大
丈
夫
。
み
ん
な
い
る
よ
。」 

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
過
ご
す
最

後
の
朝
は
、
静
か
に
始
ま
り
ま
し

た
。
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
班
の
み

ん
な
で
仕
上
げ
る
『
３
日
間
』
。
あ

れ
も
や
っ
た
よ
、
こ
れ
も
や
っ
た

よ
、
い
っ
ぱ
い
や
っ
た
よ
、
す
ご
い

で
し
ょ
、
『
あ
れ
こ
れ
体
験
』
！ 

毎日が少しずつ違う 

それが“Ｈａｐｐｙ”！！ 

同じような日の出だけど、全てが

同じじゃない。その時その瞬間の

全てが宝物。みんなと一緒に迎え

た朝はとーっても“Happy”!! 

みんなで過ごす最後の朝 

２泊３日の最後の朝、今日が最終日です。

もう帰るのか、やっと帰れる、まだ帰りた

くない。いろいろな思いの３日目の朝も朝

のつどいからスタート。今日も元気に活動

しよう！！ 

豚汁作り！ 
シングルバーナーとコッフェルを使っ

て、自分で豚汁を作ります。 

道具の使い方を指導者に教わりながら、

具材と出汁、味噌を入れて自分好みに作

っていきます。 

ご飯は指導者が鍋を使っておいしく炊い

てくれたので、自分でよそって食べます。 

お世話になったフィールドにありがとう！ 

３日間お世話になった施設の清掃です。班ごとに責任も

って担当します。一人では時間がかかりますが、チーム

ワークよく、みんなでやればあっという間にピカピカで

す。 
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み
ん
な
と
過
ご
し

た
H

a

p

p

y
な

時
間
を
ず
っ
と
忘
れ
な

い
で
ね
！ 

出
会
っ
た
仲
間
と
過
ご
し
た

３
日
間
、
い
か
が
で
し
た
か
。 

あ
れ
も
こ
れ
も
数
え
き
れ
な

い
体
験
で
得
た
も
の
が
、
こ
の

夏
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
、

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の

出
会
い
の
扉
や
、
立
ち
は
だ
か

る
壁
の
扉
を
開
く
た
め
の
『
心

の
鍵
』
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

３
日
間
で
見
せ
て
も
ら
っ
た

み
ん
な
の
「
本
気
」
を
忘
れ
ま

せ
ん
。
こ
こ
で
出
会
っ
た
「
仲

間
」
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ね
。 

ま
た
会
え
る
と
い
い
ね
！ 

指
導
者
一
同 

 

仲間と一緒の最後の時間！ 

みんなで活動するのは閉会式のここまで。連絡先を交換したり、住所を聞いて手紙を

書く約束をしたり、指導者の名札を記念にもらったり…。最後は子どもたちから一緒

に活動した指導者に「ありがとう」をくれました。 

３日間の総仕上げ！ 

楽しかった３日間ももうすぐ終わり。この３日間で経

験したあれこれ体験、たくさんの時間を班のみんなと

ふりかえり。 

班ごとにまとめた個性豊かなパネルを使って、「ぼくた

ちの班はね…」「…、私たちすごいでしょ！」と 1 班

ずつ発表します。 

みんな、またねっ！！ 

もしも小田原のどこかで出会ったら、遠

慮しないで『キャンプネーム』で呼んで

ね。 

お家に帰るまでが 

「あれこれ体験」です！ 

３日間の思い出はどう

だったでしょうか。 

みんなにとって、よい夏

の思い出になったでし

ょうか。家に帰って楽し

い話を家族としてもら

えると、うれしいです。

（＾ ＾） 
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☆ 参加するまでの間、 

正直どういう気持ちでしたか？ 

1：わくわく楽しみ  55％ 

2：ちょっと緊張   30％ 

3：すごく緊張      4％ 

4：不安        9％ 

5：行きたくない    2％ 

☆ 頑張ったことは何ですか？ 

●移動、坂道を歩いたこと  ●アイスブレイク 

●朝食を作ったこと     ●掃除、片付け 

●キャンプファイヤー    ●暑さに耐えたこと 

●報告つくり        ●ウォークラリー 

●友達づくり        ●全部 

☆ テント泊はどうでしたか？ 

●暑かった   ●秘密基地みたいで楽しかった  

●広かった   ●友達といっぱい話せて良かった  

●ワクワクした ●なかなか眠れなかった  

●楽しかった  ●寝袋が楽しかった  

●狭かった   ●暗くて不便だった 

☆ 思い出に残っていることは何ですか？ 

●友達がたくさんできたこと           ●チームで力を合わせてプログラムに取組んだこと 

●キャンプファイヤーのスタンツを頑張ったこと  ●朝、ラジオ体操をしたこと 

●初めてジャムを作ったこと           ●いろんな動物の散歩や馬小屋の掃除をしたこと 

●ヒルトンのプールに入ったこと         ●シュノーケリングで魚をいっぱい見たこと 

●みんなでご飯を食べたこと           ●友達と協力してマスをつかんだこと 

●ヒルトンで食事をしたこと           ●豚汁を作ったこと 

●ナマコやウニを触れて楽しかった        ●初めてフィンを付けて潜ったのが楽しかった 

●馬に乗って操作するのが難しかった       ●いろんな動物と触れ合えたし、クイズが面白かった 

●マスがぬるぬるして捕まえにくかった      ●ブルーベリー摘みが美味しくて楽しかった 

●きのこの BBQとサービングが楽しかった    ●ホテルの人にいろいろ教わって勉強になった 

☆ 指導者と交流できましたか？ 

1：たくさんできた  70％ 2：できた  22％ 3：普通   8％ 

☆ 指導者との思い出はなんですか？ 

●いろんな話をしてくれたり、アドバイスをくれたこと    ●夜一緒に水浴びをしたこと  ●一緒に野球をしたり、歴史を教えてもらったこと      

●移動中に励ましてくれたこと ●グループビルドの時に、たくさん声をかけてもらったこと  ●一緒に鬼ごっこをしたこと 

●始めてあった人たちだけど、いろんな話ができた  ●馬の散歩のときに、助けてくれたこと  ●一緒にお風呂に入ったこと 

●キャンプファイヤーのスタンツを一緒にやったこと  ●焼きそばをおいしく作ってくれたこと   

●ジャムを交換して味見をしたこと  ●BBQでマスを焼いて一緒に食べたこと ●朝食作りを手伝ってくれて、一緒に食べたこと        

☆ 「あれこれ体験 in 片浦」にお子様が参加してみていかがでしたか？ 

1：非常によかった  71％ 2：よかった  29％ 3：普通  0％ 4：あまりよくなかった  0％ 5：よくなかった 0％ 

【あれこれ体験 in 片浦に参加する前と後での変化の様子を聞かせてください】 

●初めて会った友達と仲良くなって、友達作りに自信ができたようです。 

●一人での参加で不安でしたが、駅で友達や指導者と会話しているのを見て、「楽しかったんだなぁ」と思いました。修学旅行と違い他校の児童と交わ 

るいい機会だと思います。 

●初めての参加で緊張している様子でしたが、帰ってきたら楽しかった話をしてくれて、こういう緊張感が良い経験になったと思いました。 

●新しい友達を作ったりするのが苦手だったけど、積極的に声をかけたりがんばってきたようで、うれしそうに話をしてくれました。 

●大きな変化はありませんが、家の手伝いをする頻度が増えたように感じます。経験が自信になっているといいなと感じました 

●昨年はハズレてしまったのですが、今回は参加できて喜んでいました。行く前は心配があったみたいですが、迎えにいったとき笑顔が輝いていまし 

た。話す前から充実した体験だったのが伝わってきました。家に帰ってからお手伝いも前よりしてくれるようになったと思います。 

●「面倒くさい」といやいや参加したが、参加後は内容をたくさん話をしてくれて、楽しかったと言っていました 

●親元を離れ、三日間過ごせたことで自信がついたようです。普段接しない子達ともすぐに仲良くなれたようで、来年からの中学生活に対し自信をつ 

けたようです。 

●すごく楽しかったと笑顔で帰ってきたので、参加させて本当に良かったと思います。 

 

 

 

【ご意見、ご感想についてお聞かせください】 

●引率の指導者が親切で話しやすく楽しかったそうです。親としても上手にコミュニケーションが取れるか心配でしたが、よい友達にも恵まれて安心し

ました。私も小学生だったら参加したいと思いました。 

●普段できない体験を知らない人たちと協力して行うことで自信に繋がると思うので続けて欲しいと思います。 

●市内の施設で自然とふれあいながら仲間と過ごせることはとてもいい体験だと思います。 

●家族の前では甘えてしまうことが多いのですが、同世代の友達や大人の中で自分は今どうすればいいのかを考えるよい機会になったと思います。 

●自分、仲間と考えて物事をする経験ができ、また校外の友達をできたようです。最終日のプレゼンテーションも達成感があったようです。 

●親の私が参加したいと思うほど魅力的な内容で、子供は幸せだと思います。来年も行きたいと言っていた言葉に３日間の感想が詰まっていると感じま

した。 

●中高生になったときに、ボランティア募集があれば、世話役として恩返しできるのではないかと思います。 

●自然豊かな小田原で体験学習キャンプに参加できてよかったと思っています。ありがとうございました。 

●来年は中学生になるので、中学生向けプログラムもあればいいと思います。 

 



根府川ダイビングセンター 

電話:０４６５－２９－０９２９ 

住所:根府川１６１ 

＜シュノーケリング体験＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

広石農園 

電話:０４６５－２２－８６０６ 

住所:根府川３８９ 

＜ブルーベリー摘み取り体験＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サドルバック 

電話:０４６５－２９－０８３０ 

住所:江之浦４１５ 

＜乗馬体験一式＞ 

＜昼食：流しラーメン＞ 
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おでかけ MAP 
片 浦 ・ 小 田 原 

“Odekake”MAP→Kataura,Odawara 

なみのこ村 

電話:０４６５－２９－０８４１ 

住所:根府川１６１ 

＜昼食：バーベキュー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒルトン小田原リゾート＆スパ 

電話:０４６５－２９－１０００ 

住所:根府川５８３－１ 

＜サービング体験＞ 

＜入浴＞ 

＜夕食：ヒルトンディナー＞ 

 

旧片浦中学校 

電話：0465-29-0134 

住所：根府川 41 

＜活動拠点＞ 

＜宿泊：テント泊＞

きのこ苑お山のたいしょう 

電話:０４６５－２９－１３９３ 

住所:根府川６５７ 

 

＜ブルーベリージャム作り体験＞ 

＜昼食：バーベキュー＞ 

 

 

白糸マス釣りセンター 

電話:０４６５－２９－０７６９ 

住所:根府川４８３ 

＜マスのつかみ取り体験＞ 

＜昼食：バーベキュー＞ 

 

 

 

 
※＜＞内記載は、『あれこれ体験 in 片浦』で実施したプログラムです。 

ヒルトン小田原 

旧片浦中学校 

お山のたいしょう 

マス釣りセンター 

なみのこ村 

根府川ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

広石農園 

サドルバック 
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一人でも多くの子どもたちに体験学習を！ 小田原を愛する心と生きる力を育む！ 

指導者養成研修事業 

おだわら自然楽校（Odawara Outfitters Training School） 

 
小田原市では、地域や学校における体験学習、或いは子ども

たちの居場所づくりなどといった青少年育成事業に積極的に

参画できる指導者を養成するための研修事業「おだわら自然楽

校（OOTS
オ ッ ツ

）」を平成 22 年度にスタートしました。 

研修では、コミュニケーション能力やチームワークの活性化

スキル、野外炊事やキャンプファイヤー等のキャンプスキルや

アウトドアスキル、子どもたちの安全管理（リスクマネジメン

ト）、様々な体験学習プログラムなど、幅広い年代の方々がた

くさんの知識と技術の習得を図っています。 

地域・世代を超えた体験学習事業 

あれこれ体験 in 片浦 

「あれこれ体験 in 片浦」では「おだわら自然楽校（OOTS
オ ッ ツ

）」で学

んだ指導者の協力をいただき、実行委員会組織を立ち上げ、プログラ

ムの企画から進行までを行っています。地域を超え参加した子どもた

ちは、指導者との世代を超えた触れ合いの中で、多くの事を学び、た

くさんの思い出を作り、生きる力を育んでいます。 

子どもたちが健やかに、そして力強く成長していくことを願い、学

校や地域などが行う体験学習へのサポートをこれからも続けていき

ます。青少年育成や体験学習活動に興味のある方は、「おだわら自然

楽校（OOTS
オ ッ ツ

）」にご参加ください。指導者として一緒に活動してい

きましょう。 

おだわら自然楽校 検索 


